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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラござ 
います。 

I A な句 電気製品はま全のための 
I 批胃 注意事項を巧らないと、 
火災や人身事故になることびあり 
ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐた 
めの重要な注意事項と製品の取り扱 
いかたをおしています。 この取扱説 
明書をよくお読みのラえ、 製品をま 
全にお使い<ださい。お読みになつ 
たあとは、いつでも見られるところ 
に必ず保管してください。 


警告 I 


まをのために 


事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• を全のための注意事項を守る 
• 故障した5使わない 

• 万一異常が起きた5、お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□に修理を依頼ずる 


電池にごいてのまを上のごま意 

液漏れ■破裂•発熱•発火- 誤飲による大けがや失明をお 
けるため、下記のま意事項を必ずお守りぐださい。 


危険 I 乾電池が液漏れしたときは 


警告表おの意味 

この取撮説明書では、次のよラな表示をしています。表 
示の内容をよく理觸してから本文をお読みください。 


拉危険 1 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電■破裂などにより 
死亡や大けびなどの人身事故び生 


じます。 


A 警告 

この表示の注意事項を守6ない 
と、乂災•感電などにより死亡や 
大けびなど人身事故の原因となり 


ます。 


应ミ主意 ] 

この表示の注意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によりけびをし 
たり周辺の家財に損善をちえたりす 
ることびありまず。 


注意を促す記号 


成 A 

火災 感電 


行為を禁止ずる 
記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 


A 警告 I A 

义が 感電 


下記のを意事項を守6ない 
と火災•感電により死こや 
大けびの原因となりまず。 


内部に水や異物を落とさない 

万一、水や異物び入ったとさは、 
すぐに電池を抜を、お買い上げ店 
やソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射日光の 
あたる場所には置かない 

乂災や感電の原因となることびあ 
ります。とくに風呂場では絶対に 
使用しないで < ださい。 



0 

禁止 


A 注思 I 


下記の注意事項を守5ないとけびをしたり 
周巧の家目才に損害を与えたりずることがあ 
0まず。 


内部を開けない 

感電の原因となることびありま 
ず。内部の点検や修理はお買い上 
げ店またはソニーサービス窓□に 
ごネ目談ください。 



大音量で長時間つづけて聞きずぎない 


耳を刺激するよラな大をな音量で長時 
間つづけて聞くと、聴力に悪い暴響を 
ちえることびあります。とくにイヤー 
レシーバーで聞くときにごミ主意くださ 
い。呼びかけられて返事びでさる<ら 
いの音量で聞去ましよラ。 



0 


乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ6ない 

液び本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓 
□またはソニーサービス窓□にごネ目談ください。 

液び目に入ったとをは、失明の原因になることびある 
ので目をこす日ず、すぐに水道氷などのされいな水で 
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 
液び身体やを服についたときも、やけどやけびの原因に 
なるので、すぐにをれいな水で洗い流し、皮膚に炎症や 
けびの症状があるときには医師に相談してください。 


A 警告 


• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の 
届くところに置かない。万び一飲み込んだ場合は、窒 
息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に 
相談する。 

• 機器の表示にをわせて+と一を正しく入れる。 

• 売電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯- 
保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使巧しないときも 
取りはずす。 

• 新しい電池と使巧した電池、種類の違ラ電池を湿ぜて使 
わない。 


を意] 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 列装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類 U (がの電池は使用しない。 

巧電式の電池を使用ずる場合のご注意 

• 本機では、充電式電池を使巧でをます。 

• 充電池で満充電状態でも、本機に入れたときにバッテ 
U —残量表示びフル状態を示さない場合びあります。 

• 電池の持続時間は、アルカ U 乾電池よりも短くなりま 
す。 

• 充電池を充電する際に本機から電池を掠<必要びある 
ため、その間に別の充電油または乾電池を入れておか 
ないと、充電のたびに時計設定び初期状態に戻ってし 
まいます。 

• 充電器は常温で使用してください。 

• 充電池および充電器は、 ■ UTF の製品をご利巧ください。 
-充電式ニッケル水素電池単4形； NH - AAA -4 BF 
ー ニッケル水素電池専巧急速充電器： BCG -34 HRES 


日本国内での巧電式電池の廃棄について 



ニッケル水素電池は、 U サイクルでをます。 
不要になったニッケル水素電池は、金属部に 
セ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充 
電式電池 U ヴイク J レ協力店へお持ちくださ 
い。 


M し な胃ぶ胃池の 0 収’ U サイクルむぶび U サイ 
|>|| ivin クル協力店にコいてはち隨任中間法人 
JBRC ホームページ 

http :// www.ib に. net / hp / contents / index.html 
を参照して < ださい。 


^準備 


準備1:付属品を確かめる 


捆包箱から取り出したら、次の付属品がそろっているか確認してください。 


本体 
(1 台） 





ソニーアルカリ乾電池 LR 03 
(2 個） 



表示窓に貼られているフイルムを 
剥びしてお使いください。 


取扱説明書 
体 書、 1枚） 

ソニー ご相談窓□のご案内 
(1 巧） 


•本製品の不具合により、録音ができなかった場含、および録 
音内容び破損または消去された場合、録音内容の補償につい 
てはご容赦ください。 

•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なお 
よび第兰者からのいかなる請求につさましてち、当社は一切その 
責任を負いかねます。 

• 録り直しのをかない録音の場含は、必ず事前にためし録りを 
して < ださし、。 

• お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、著 
作権法上、権利ちに無断で使用でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消まや、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破 
損にそなえ、大切な録音内容は、必ず予備として、カセットテープ 
などに録音して < ださい。 


る部のなまえ 


本化（表面) 


读面) 


內蔵マイク 
\(マイク）ジャック 

表术窓 

表示.メニューボタン 
分割ボタン 
■ (停止）ボタン 

♦■■録音(/一時停止) 
ボタン 

- I (レビュー/ 
キュー（選択)）ボタン 
スピーカー 

表巧な 



0 (イヤホン) 
ジャック 


0 PR (オペレーション) 

ランプ 

消去ボタン 


音量つまみ* 

ホールドスイッチ 

►再生/停止 • 
ミ央定ボタン^^* 




DC IN 3 V ジャック 


電池ぶた 


八ンドストラップ 



取 D 付け部 

( A ンドストラツフは 
付属していません。） 


録音モード表示 
( HQ / SP / LP ) 

アラーム表お 

U ピート表示 
用件ま号表示 

r 録音曰時」表示 
(録音年月曰、時刻の 
とさ点阿します。） 

「残り時間」表示 



電池残量表示 
「REC (録音)」表示 
「時計設定」表示 
7イク感度表示 

フオルダ内の総用件数、メニュー、 
カウンター、残り時間、録音日付、 
現在時刻表示など 

メモ U —残量表示 


* 音量「太」のち向に己 
点（突起）びついてい 
ます。操作の目印とし 
てお使い < ださい。 

け 己点（突起）びついて 
います。操作の目印と 
してお使い < ださい。 


準備2:電池を準備する 


使用できる電池と巧電池 

本機では、切下の乾電池、充電池をお使いになれます。 
• 単4形アルカ U 乾電池2本（付属） 

• 充電式ニッケル水素電池単4形（別売)： 
NH - AAA -4 BF 

充電器は、政下の製品をご利用ください。 

• ニッケル水素電池専用急速充電器祐 I 」売）： 

臣 CG - 34 HRES 

n ごま意 

乾電池は電池の;>< 一力一や種類によって性能のばらつさびあ 
り、使用時間の目安に巧して特に低温下では短<なる場合び 
あります。 

使用できない電池 

マンガン電池 


乾電池、巧電池の持続時間 

乾電池の持続時間* (ソニーアルカ U 乾電池 LR 03( SG ) 
を連続使用時） 



HQ モード** SP モード*** 

L 巧ード**** 

録言時 

約11時間 約22時間 

約22時間 

再生時 

約7時間30分約11時間 

約11時間 

巧電池の持続時間* (ソニー充電式ニッケル水素電池 
NH - AAA を連続使用時） 


HQ モード** SP モード*** 

LP モード**** 

録音時 

約11時間 約19時間3日分約1別き間3日分 

再生時 

約7時間30分約10時間30分約1別寺間3日分 


* 電池持続時間は使用条件によって短<なる場合びあります。 

** HQ モード：高音質モード 
*** SP モード：標準モード 
**** LP モード：長時間モード 

***** 音量つまみを「7」に設定し、内蔵スピーカーで音楽を 
再生した場合。 


準備3:電池を入れる 



0 


を4おアルカリ巧電池（付属）を2本入れ、 
ふたを巧める。 



どち6の電池も©か6巧 
に入れて < ださい。 



電池ぶたは落としたり、無理な力を加えた 
0するとはずれることがあ0ます。そのと 
きは上の図のよラにはめ直してください。 



電池を交換ずる時期 

電池の残量びなくなってくると、表示 

窓の表示でお知5せします。 

仁^び点滅したら、電池を交換して 

<ださい。 

CZI び点滅すると電源び切れ、操作 

びでさなくなります。 

口ごま意 

• 乾電池を交換する隙、消耗した電池 
を抜いて新しい乾電池を入れると、 
時計設定画面（曰付表示び点滅）に 
戻ってしまいます。この場合は時計 
を合わせ直してください。なお、緑 
音した内容やアラーム設定は消えま 
せん。 

• 乾電池を交換するとさは、必ず2本と 
も新しい乾電池に交換してください 

• 別売の AC / のーアダプター AC - 
E 30 L 使用時は、電池残量表示は表示 
されません。 


お買い上げのあと、初めて電池を入れたとさや、電池を交換したとを、曰付表示 
び点滅します。 

「準備4:時計を含わせる」の手順2〜3をご覧になり、時計を合わせてください。 


準備 4: 時計ををわせる 


アラーム機能を使用したり、録音した日付を記録するためには、本機の時計合わせをしておく必要びあります。 


Q 時計設定画面を表示する。 


①表示-メニューボタンを1秒 L ソ上 
巧してメニューモードに入る。 



CD — w または ►►!+ ボタンを巧して 
「SET DATE 」 を表示さだる。 


⑥►-再を/停止-巧定ボタンを巧ず。 

「年」の数きび点滅します。 


時計段を 

5げ 




Q 年月日をさわだる。 


① 一 W または ►►)+ ボタンを 
押して「年」の数字を選ぶ。 



2007年に設定するには、 
「07年」を還びます。 



⑤►-再生/停止*決定ボタンを押 
ず。 

「月」の数字び点滅します。 


⑤同様にして、旧」、「日」を合わ 
せ、►再生/停止•巧定ボタン 
を巧ず。 

「時」の数字び点滅します。 


Q 時分を合わだる。 


① 一 I ◄◄または ►►!+ ボタンを 



⑤同様にして、 r 分」を合わせる。 


0時報と同時に►-再生/停止*巧定 
ボタンを巧ず。 

「SET DATE 」 表示に戻ります。 


⑥表示.メニューボタンを巧ず。 



時計を定 


站皆 




時わ設を 




時計店定 


srr 

ぶが f 



電源について 




電源を切るには、 停止中にホールドスイッチを矢印の方向にず b してください。 






電源を入れるには、 ホールドスイッチを矢印とは反対方向にずらし、操作ボタン 






を巧して < ださい。 — ^ 

ホールド 


►基本的な巧りかた 


用件を録音する 


本機に99件まで用件を録音でをます。 

♦■■録音り一時停止）ボタンを押すと、自動的に一番最後の部分に録音び 
追加されるので、テープのよラに録音されていない部分を探す必要びなく、 
すぐに録音が始められます。 

例 ：I 用件1 I 用件2 I 新しい用件 I をきスベーて~ 

Q 録音モードを選ぶ。 

設定方法については、裏面「録音モードを設定する」をご覧ください。 


Q 録音を始める。 


® 停止中に、録音 （/— 時 
停止）ポタンを巧ず。 

■歸音（/一時停止）ボタ 
ンは、録音中ずっと巧し続 
ける必要はありません。 



用件番号 


I時聞巧 ~^ 

I 円〇内 yri — 
1 1.1 tj tj L JI 


カウンター 

表が 


メモリー残量表示 



⑤内蔵マイクに向かって話す。 


0 PR ランプ 

(録音中はホ < 点灯) 


* 表示.メニユーボタンで設定 
した表ちび表示されます。 


£] 録音を止める。 


•■■録音 (/— 時停止）ボ_ 

タン 

録音び一時停止します A 。 

(0 PR ランプびホく点滅し、 
「 PAUSE 」 表示び点滅。） 

もラー度巧すと、一時停止び 
解除されます。先程録音して 
いた用件に続けて録音するこ 
とびでさます。 

録音を一時停止して約1時間たつ 
と、一時停止は解除され、録音 
停止になります。 



►-再生/停止-巧定ボタン 

緑音び解除され、今録音 
した用件のはじめから間 
<ことびでさます。 


■ (停止）ポタンを押ず。 

今録音した用件のはじめ 
で停止します。 


- I ◄ィ（レビュ ー) ポタンを 
巧す。 

録音中または録音一時停止 
中に巧し続けると、録音び 
解除され、今録音したとこ 
ろか5早戻し（レビュー） 
再生されます。ボタンを離 
すと離したところから再生 
び始まります。 

口ごま意 

用件分割を頻繁にすると早 


戻し（レビュー）再生にな 


るまで時間びかかることび 


あ0ます。 


録音可能時間について 

最大録音時間は下記のとおりです。緑 
音可能な残り時間は r 残り時間表おモ 
ード」で確認でさます。 


HQ モー ド* 

S 巧ード** 

LP モー ド*** 

61時間10分 

122時間孤分 

301時間3日分 


HQ モード：高音質モード 
SP モード：標準ちード 
LP モード：長時間モード 


n 録音ずるときのごま意 

• 0 PR ランプが赤またはオレンジに 
点灯-点滅中は電池をはずした0、 
AC パワーアダプターを巧かないで 
<ださい。データが破損するおそれ 
があ0まず。 

• \(マイク）ジャックにオーディオコ 
ードをつないでいるときは、内蔵マイ 
クでの録音はできません。つないだ機 
器またはコードをはずしてください。 

• 録音中、本機に手などがあたった 
り、こずったりずると雑音が録音さ 
れてしまラことがあります。 

• より良い音質で録音したいときは、 
メニューの 「 MODE 」 （録音モード） 
で HQ モードを選んでください。 

• 録音を始める前に必ず電池残量表示 
を確認してください。 

• 長時間録音途中の電池交換を避けた 
いとさは、別売の AC パワーアダフタ 
一 AC - E 30 L をお使いください。 

• 録音モードを混在して録音した場合、 
最大録音時間は任意に変化します。 


メモリー残 量 表示について 

残量び減ると、ひとつずつ消えていき 
ます。 



点滅 
ィー-解 


録音中に残り時間が5分を切ると 
メモ I 」一残量表示び点滅し、残り時間 
び1分を切ると r 残り時亂表示モード 
に切り替わり、残量表示とカウンター 
表示び点滅します。不要な用件を消去 
して < ださし)。 


録音した用件を聞く 


あ b かじめ録音してある用件を選んで聞くとさは、手順1から操作してくだ 
さし、今録音したばかりの用件を聞くには、手順2から行ってください。 


Q 用件番号を選ぶ。 


または ►►!+ ボタンを 
巧して、聞きたい用件の蚕 
号を表示させる。 

:前の巧件へ 
►►1+:次の用件へ 



選んだ用件番号 



表示.メニユーボタンで設定 
した表示び表示されます。 


Q 再生を始める。 



。 (イヤホン）ジャツク 

0 PR ランプ 

(再生中は緑に点：な） 

⑤音量つまみで音量を調 
節ずる。 

■(停止）ボタン 


最後の用件の再生が終わると、その用件のはじめに戻って停止します。 

その他の操作 


再生の途中、その位置で停止 
する 

再生/停止.決定ボタンを巧す。（わう一度 
巧すと、止めたところから再生び始まります。） 

今聞いている巧件の頭に戻る 

ボタンを短く1回巧す。 

前の巧件、さらに前の用件に 
戻る 

- W イボタンを短く何回か巧す。（停止中は押し 
たままにすると、連続して戻ります。） 

なの巧件に進む 

►►1+ボタンを短く1回押す。 

さらになの用件に進む 

►►1+ボタンを短く何回か巧す。（停止中は巧し 
たままにすると、連続して進みます。） 


イヤーレシー/ く一で聞 < には 

別売のイヤーレシーバーを打（イヤホ 
ン）ジャックに差し込みます。スピーカ 
一からは音び出なくなります。雑音び入 
るとさは、イヤーレシーバーのフラグを 
されいに巧いてください。 

同じ用件を 繰 り返し聞くには 一 
1件 U ピート再生 

再生中に►-再生/停止-巧定ボタンを 
1秒政上巧します。「与:_1び表示され、 
その巧件び繰り返し再生されます。 

• 普通の再生に戻ずには：►-再生/停 
止-決定ボタンを押します。 

• リピート再生を止めるには：■(停 
止）ボタンを巧します。 


再生中に早送り/早戻しずるには 


(キュー/レビュ ー) 

• 早送り（キュー）：再生中に ►►!+ ボ 

タンを巧したままにして、間さたし、 
ところで離します。 

• 早戻し（レビュ ー) :再生中に 
ボタンを巧したままにして、聞さた 
いところで離します。 

最初はかしずつ早送り/早戻しされる 
ので、1語分だけ戻したり、送ったり 
して聞をたいとさに便利です。しば5 
くそのままにすると、高速での早送り 
/早戻しにな0ます。早送0/早戻し 
中は、表示モードの設定に関係なく、 
カウンター表示になります。 

原■最後の巧件の終わりまで早送りずると 

• 最後の巧件の終わりまで送られると、 
「 END 」 表示が日砂間点滅します。点 
滅中は 0 PR ランプは緑に点打してい 
ます。（再生音は聞こえません。） 

•「 END 」 の点滅と 0 PR ランプが消え 
ると最後の巧件の頭に戻って止まり 
ます。 

•「 END 」 の点滅中に-!◄◄ボタンを巧 
したままにすると、早戻しされ、離 
したところから再生び始まります。 

• 最後の用件が長時間の巧件の場合 
で、巧件中の後ろのちを探して再生 
したい場合は、 ►►!+ ボタンを巧し続 
けていったん巧件の最後まで早送り 
して、 「 END 」 表示の点滅中に 
ボタンを巧して聞さたいところまで 
早戻しして探すと便利です。 

• 最後の用件な外の場合は、次の用件 
の頭に送ってから再生中に早戻しす 
ると素早く探せます。 


























































































































































































































































































































































^ いろいろな録音方法 


用透に合わせてマイクを巧ラ 

が部マイクと内蔵マイクの使い方について 

•内蔵マイクは標準感度、全指向性マイク□ホンで 
す。□述録音や会議の録音では巧蔵マイクのご使用 
をおすすめします。□述録音時はゾニューでマイク 
感度設定を「1_ (低感度)」に、会議録音時は 「H (高 
感度)」に設定してください。 

.講義、講演会の録音やインタビューの録音のとを 
は、高感度で、周囲の音を巧え、目的の音をクリア 
に録音する単一指向性が部マイク（別売）のご使用 
をおすすめします。話をとの距離が遠い場合は、メ 
ニューでマイク感度を 「 H 〔高感度)」に設定するこ 
とで、より上手な録音がでさます。 


内蔵マイクの感度を切り換える 


メニューでマイク感度設定を切り換え、用途に合わせ 
て、内蔵マイクの感度を選ぶことびで定ます。 


1 表示.メニューボタンを1秒上 
押してメニューモードに入る。 


2 - M ◄または ►►!+ ボタンで 
KENS 」 を選び、►再生/停止- 
み定ポタンを押ず。 

3 - M ◄または ►►!+ ボタンで、 

「H (高感度)」または 「L (お感 
度)」を選び、►-再生/停止-ミ夫定 
ボタンを}甲ず。 

4 表示.メニユーボタンを f 甲ず。 

設定び有効になり、通寓の画面に戻 
ります。 
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H (高感度） ：ルさな音を大きくするととをに、全体の録音 
レベルを最適化することでバランスのとれた録音を実 
現します。広い含議室での録音など、遠<の音やかさ 
い音を録音ずるとをに使巧します。 

L (ほ感度）： □述録音など、マイクを□元に近づけて録音し 
たり、近くの音や大きい音を録音ずると击に使用します。 


が部マイクで録音する 


本磯の\(マイク）ジャックに 
別売の S ニプラグ付さマイク 
□ホンをつなざます。外部マ 
イクをつなぐと、内蔵7イク 
は自動的に切れ、外部マイク 
の音を録音します。プラグイ 
ンパワー対応のマイクを使ラ 
と、マイクの電源は本機か b 
供給されます。 



他の機器を巧って録音する 

他の機巧の音青を録音する 

他の機器の音声を録音するには、本磯の\(マイク）ジ 
ャックと他の機器（テープレコーダーやテレビ、ラジ 
才など）のイヤホン端子を、別売のオーディオコード 
(抵抗入り）を使ってつなざます。 


、（マイク）ジャツクへ イヤホンジャックへ 



n ごま意 

にレコーダーへの入力に抵抗なしオーディオコードを使巧する 
と音声び途切れて録音されることびあります。必ず抵抗入り才 
ーディオコードをお使い < ださい。 

電話の音声を録音ずる 

イヤホン型マイク ( ECM - TL 1) 访リ売）を使って、本 
機で固定電話や携帯電話の録音ができます。また、テ 
レホンレコーディングアダプター访リ売）を使って固 
定電話の音青が録音でさます。詳しくは、お使いにな 
るマイクやアダプターなどの取扱説明書をご覧くださ 
い。 


本機の音青を他の機器で録音ずる 

他の機器で本機の音声を録音する場合は、本機の打 
(イヤホン）ジャックと他の機器の音声入力端子二 
プラグ）につなざます。 

0 (イヤホン）ジャックへ 音青入力端モ（ミニプラグ）へ 



録音済みの用件に追加録音する 

用件を再生中に、その用件に追加して録音することび 
でさます。新しく追加した内容は、再生中の用件の最 
後に再生中の用件の一部として追加されます。 


^いろいろな編集、巧を、設定方法 

録音した用件を消去する 

1件ずつ消去ずる 


用件3再を中 

] mm 

追加録音後 A 


用件4 



消したい用件だけ消ますることがでさます。 

用件を消すと、次の用件び自動的に繰り上がるので、 
間に空白部分は残りません。 


用件3 


用件4 


消去お 


追加した内容 

再生中に ♦» 録音 （/— 時停止）ボ 
タンを1砂む上 f 甲ず。 

「 REC 」 が表示され、 「 ADD 」 び3秒 
間点滅します。 OPR ランプは赤に変 
わります。再生中の用件に追加録音 
されます。 

■ (停止）ポタンを巧して録音を止める。 



1用件11 

用件2 1 

用件3 1 

用件4 1 

用件3を消去ずる 

み 



1 胤も 

苗件2 1 

巧件3 f 

巧件4 


消去後 


用件の番号び繰り上がる 


消去ボタンを1秒 ly 上巧ず。 

確認音び鳴り、巧件番号と 
「 ERASE 」 び点滅し、消ましたい用 
件が1日回再生されます。 



n ごミ主意 

メモ IJ 一残量が不足している場合は追加録音びでさません。詳 
しくは r 故障かな？と思ったら」をご覧ください。 


音びしたとを自動的に録音を 

始めるーデジタル VOR 機能 


メニューでデジタル VOR (自動音声スイッチ）を rONJ 
にすると音びしたとさに自動的に録音でさます。 


ON : ある大ささ ULL の音をマイクび拾ラと自動的 

に録音び始まり、音がルさくなると録音び止 
ま0ます。 

OFF : 録音（/一時停止）ボタンで録音を開始、一 

時停止します。（初期設定） 


1 表示•メニューボタンを1杖 Jiy 上 
押してメニューモードに入る。 


2 - I ◄◄または ►►!+ ポタンで 「VOR 
OFF 」 （または rVOR ON 」） を選 
ぶ。 

3 ►-再生/停止•ミ夫定ボタンを巧ず。 

「 OFF 」 （または 「 ON 」) が点滅しま 
す。 


4 - I ◄◄または ►►!+ ポタンで 「 ON 」 
または rOFFJ を選び、►再生/停 
止-ミ夫定ボタンを巧す。 

5 表示•メニューボタンを f 甲す。 

設定び有効になり、通常の画面に戻 
0ます。 

VOR を 「 ON 」 に設定し、♦■■録音 
(/一時停止）ボタンを巧して、録音 
を始めると、 「 VOR 」 び表示されま 
す。音びルさ<なり録音び自動的に 
一時停止すると 、 rVOR PAUSE 」 

び点滅します。 
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2 「 ERASEJ の点滅中に消去ボタン 
をもラ1度 f 甲ず。 

用件が消去され、政降の用件番号び 
繰り上びります。 



(例えば、用件3を消ました場含、用件4だったちのが 
巧件3になります。消去び完了すると、消ました用件 
の次の用件の頭で停止します。） 

途中で消去をやめるには 


手順2の前に ■ (停止）ボタンを巧します。 


他の用件を消去ずるには 

手順1と2を繰り返します。 


ひとつの用件の一部分だけ消去するには 

用件分割で消まする部分としない部分に分け、消ました 
い部分の用件番号を選んで手順1と2の操作をします。 
n ごま意 

一度消去した内容はちとに戻すことはできません。 


ずべての用件を一度に消去ずる 

すべての用件を一度に消去することびでさます。 
[届件11^届件2 1^届件3 I 马さスベース] 

__ 

「 空をスぺ ース 1 


1 ■(停止）ボタンを f 甲しなが5、消 
去ボタンを1秒な上巧ず。 

用件番号と 「ALL ERASE 」 が10秒 
間点ミ威します。 

2 点滅している間に消去ボタンを巧 
ず。 


遠中で消去をやめるには 

手順2の前に ■ (停止）ボタンを巧します。 




用件をふたつに分ける 一用件分割 

録音または再生中、用件分割をするとひとつの用件が 
ふたつに分かれ、その場所に新しい用件ま号びつさま 
す。会議など1件の用件が長時間になったとさ、用件分 
割をすると、巧生したい場所がすばやく探せて便利で 
す。用件数が99件になるまで用件分割でさます。 


n ごま意 

V 0 R 機能は周囲の環境に左ちされます。巧況に合わせて、メニ 
ユーでマイク感度設定を 「H (高感度)」または 「L (低感度)」に 
切り換えてください。マイク感度を切り換えてわ思いどおりに 
録音できないときや、大切な録音をするときは、 V 0 R を 「 OFF 」 
にして < ださい。 


録音モードを設定する 


メニューで、巧達に応じて録音モードを設定します。 
HQ : 音質を重視する大切な録音（初期設定)。 

SP : 通常の録音。 

LP : 音質を重視しない簡易な録音。 

1 表示.メニューボタンを1秒 W 上 I 运 

巧してメニューモードに入る。 


2 ►-再生/停止•ミ夫定ボタンを巧ず。 

「 HQ 」 （または rsp 」、 「 LP 」） び点滅 
しす0 


!で3:が‘ 



n ごま意 

• 用件数びずでに99件の場合は用件分割はでさません。 

• 分割した用件は再結合できません。 

• 頻繁に用件分割をすると、分割びでさな<なることびあります。 

• アラーム設定した巧件を分割すると、分割した後ろの用件には 
アラーム設定は残りません。 

• 用件のはじめから1秒までと終わりから1秒までの間では用件 
分割はでさません。 

• 録音中に頻驚に用件分割してから次の操作をしたとさ、 

0 PR ランプが点滅し、操作を受け付けるまでの時間び長く 
なることびありますび、故障ではありません。ランプび消え 
るまでお待ち < ださし、。 


録音または再生中に、用件を分割をしたいところで 


分割ボタンを巧ず。 

• 録音中に巧したときは： 巧したところ 

か b 新しい巧件番号びつを、その番号 
と 「 DIVIDE 」 が3秒間点ミ威します。ふ 
たつの用件として録音されますび、達 
切れず続けて録音されます。 



巧件1 用件2 


「巧件3 

用 t 牛分割 

一 続けて録音される 


が録音一時停止中でわ用件分割でをます。 


3 - I ◄◄または ►►!+ ポタンで選択し 
たい録音モードを選び、►-再生/ 
停止-巧定ボタンを巧す。 


4 表示•メニューボタンを}甲ず。 

設定が有効になり、通常の画面に戻 
ります。設定された録音モードび表 
おされます。 



• 再生中に巧したとさは： 巧したところ 

で用件び分割され、新しい用件番号と 
「 DIVIDE 」 が3回点ミ威します。政降の 
用件番号はひとつずつ送られます。 
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1用件1 

届件2 

用件3 



な 用件が割 



1巧件1 

用件2 巧件3 

用件4 



用件番号びひとつずつ増える 


用件分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として巧件番号びついているので、 
用件番号を探すときと同様に-1◄◄または ►►! + ボタン 
を巧して再生する部分を探してください。 


巧望の時刻に再生を始める 

-アラー ム再生 


あらかじめ設定した時刻にアラーム音ととちに用件を 
再生することがでさます。特定の日付を指定したり、 
毎週同じ曜日や毎日同じ時刻に再生するよラに設定で 
さます。アラーム音だけを鳴 b すことちでさます。 


1 再をしたい用件を表示をせる。 


2 アラーム設定を 「 ON 」 にずる。 

® 表示.メニューボタンを1秒た又 
上押してメニューモードに入 
る。 

③または ►►! + ボタンで 
「ALARM OFF 」 を選ぶ。 

(すでにその用件がアラーム設定 
されていると 「ALARM ON 」 び 
表示されます。） 
n ごま意 

時刻設定をしていない場合や、巧件び 
録音されていない場ちはアラーム設定 
はで舌ません。 

③►-再生/停止-決定ボタンを巧 
す。 

roFFj (または roN 」) が点滅 
し永9 〇 

0 - または ►►! + ボタンで 
roNj を選ぶ。 

⑤►-再生/停止-決定ボタンを押す。 
「 DATE 」 が点滅します。 

3 アラーム再生ずる日を設定ずる。 
日付 ( DATE ) を指定する場合 

① 「 DATE ! 点威中に►-再生/ 
停止-決定ボタンを押す。 

「年」表示び点滅します。 

@-1 ◄◄または ►►!+ ボタンで 
「年」の数宇を選び、再生/ 
停止-決定ボタンを巧す。 

「月」表示び点滅します。 

@-1◄◄または ►►!+ ボタンで 
「月」の数きを選び、►再生/ 
停止-決定ボタンを巧す。 

「日」表示び点滅します。 

®- l ◄◄または ►►! + ボタンで 
「曰」の数宇を選ぶ。 

週に1回再生したい場合 

- I ◄◄または ►►! + ボタンで希 

望の曜日 （ rsuN 」 〜 rsATj ) 

を表示させる。 

毎日ホまった時刻に再生したい場を 

-！◄◄または ►►! + ボタンで 
「 DAILY 」 を表示させる。 

4 ►-再生/停止.決定ボタンを}甲ず。 

「時」表示び点滅します。 

5 アラーム再生ずる時刻を設定する。 

®- l ◄◄または ►►! + ボタンで「時」 
の数きを選び、►-再生/停止•ミ央 
定ボタンを巧す。 

「分」表示び点滅します。 

⑤または ►►! + ボタンで 
「分」の数字を選び、►-再生/ 
停止-ミ央定ボタンを巧す。 
「アラームパターン」〔初期設定は 
fB - PLAYJ ) び表示されます。 

6 アラームバターンを設定ずる。 

© または ►►! + ボタンで 

FB-PLAYJ (アラーム音のあ 
と、再生）または旧- ONLY 」 
(アラーム音のみ鳴る）を選ぶ。 

⑤►-巧生/停止-決定ボタンを押 
す。 

「ALARM ON 」 び表示表示され 
ます。 

7 表示.メニューボタンを巧ず。 

通常の画面に戻ります。アラーム 
設定された用件には「かり」び表示 
されます。 
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設定した時刻になると、約 10 秒間アラーム音が鳴り、 
旧- PLAY 」 に設定されていると選んだ用件の再生び始 
まります。アラーム再生中は、 「 ALARM 」 が点滅しま 
す。再生び終わると、自動的に停止します。（アラーム 
再生した用件の頭に戻ります。） 

アラーム再生された用件をちラー度聞くには 

►-再生/停止•ミ央定ボタンを押すと、その用件のはじ 
めから再生されます。 

用件が再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に ■ (停止）ボタンを巧しま 
す。ホールドスイッチび入っていても止められます。 

アラーム設定を辭除ずるには 

手順2-®で 「 OFF 」 を選んで►-再生/停止-決定ボタ 
ンを巧します。 


アラーム設定内容を変更するには 

手順1〜2を行い、現在設定されているアラーム再生曰 
び表おされたら手順3〜7で新しい内容で設定します。 

n ごま意 

• 時計設定されていない場合は、「時間設定 、 SET DATE 」 び 
表示され、アラーム設定でさません。 

• すでに他の用件でアラーム設定されているのと同じ時刻を設 
定しようとずると 、 rPRE SET 」 び表示され、アラーム設定 
はでさません。 

• 現在時刻より前の時間にアラーム設定しよラとすると 
「 BACK - D 」 び表示されアラーム設定はでさません。 

. アラーム再生中に別の用件の設定時刻になった場合、用件の 
途中で;欠のアラーム再生び始ま0ます。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場をは、録音終了後 
にアラーム音び鳴ります。 r ( w )」 のみび点滅します。 

• 録音中に;をたつ L ソ上のアラーム設定時刻になった場ちは、時 
刻の早いちの用件のみ再生されます。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になった時は、ニュ 
ーモードび中止され、アラームび鳴ります。 

• アラーム再生を設定した用件を消去すると、アラーム設定は 
無効になります。 

. アラーム再生を設定した用件を分割した場台、分けた点より 
前の部分のみアラーム再をされます。 

• 再生音の大きさは、音量つまみで調節できます。ちょラど良 
し宿量に設定してお使いください。 

• 消去中にアラーム設定した時刻になった場合は、消去を終了し 
たとさに約10秒間アラーム音が鳴り、用件が再生されます。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を終了した後ち設定 
は解除されません。 


設定ををえる 

メニューで、録音モード作ビープ音び設定でさます。 
© 表示-メニューボタンを1秒]苗上巧してメニュ 
ーモードに入る。 

③ ►W + または-！◄◄ボタンで設定したい項目を選 
び、►再生/停止-決定ボタンを巧す。 

③ ►►! + または-!◄◄ボタンでモードを選び、►-再 
生/停止-決定ボタンを巧してミ央定する。 

@表示.メニューボタンを巧してメニューモードを終 
了する。 


メニュー 

設定項目 （+: 初期設定） 

MODE 

用途に応じて録音モードを設定しまず。 
( HQ 7 SP / LP ) 

SENS 

マイク感度を設定します。 （ HVL ) 

VOR 

デジタル V 0 R を設定します。 （ ON / OFF *) 

SET DATE 

時計を設定します。の7年1月旧つ 

BEEP 

操作時の受け付け確認やエラーのビープ音を 
鳴らさないよラに設定でをます。 

ON * :操作時の受け付け確認音およびエラー 
音（ピピピ）び鳴ります。 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び 
鳴りません（アラームは鳴0ます)。 

ALARM 

アラーム再生を設定します。 （ ON / OFF *) 


表おを切り換える 

表示-六ニューボタンを巧すと下記のよラに表示を切 
り換えることがでさます。停止時、録音時、再生時と 
も、設定しておいた表示モードになります。 


が現在時刻表示について 

停止中に3秒切上何も操作しないと、 
表示モードに関係なく、現在時刻表 
示になります。 

カウンター表ちモード 

ひとつの用件の中の経過時間を表示 
します。 

本 

残り時間表おモード 

停止中、録音中は録音可能な残り時 
間を表示します。再生中は、その用 
件の残り時間を表示します。 


録音年月日表示モード 

用件を録音した曰付けを表示しま 
す。（時計を合わせていない場合は 
「―年—月—曰」と表示されます。） 


録音時刻表おモード 

用件を録音した時刻を表示します。 
(時計を合わせていない場合は「― :一 」 
と表示されます。） 


カウンター表示モードに戻る 



^その他 _ 

誤操作を防止する一 ホールド機能 



本機には、電源スイッチはありません。表示部には常 
に表示び出ていますが、電池の持続時間にはほとんど 
影響はありません。 

誤動作を防止するには、ホールドスイッチを矢印の方 
向にず b します。「ホールド」び3秒間表示され、すべ 
てのボタンび操作でをな < なります。 

表示を消すには、停止中にホールドスイッチを矢印の 
ち向にずらします。 

ホールドを解瞭ずるには 

表示を出し、操作でさるよラにするには、ホールドス 
イッチを矢印と反対の方向にずらします。 

口ごミ主意 

録音中にホールドにした場合、録音を止ゆるには、まずぶール 
ドを解除してください。 

宙 ホールド中でもアラーム再生は止められます。 

アラーム再生時、アラーム音や巧件再生を止めるとさには ■ 
(停止）ボタンは使えます。（通常の用件再生は停止できませ 
ん。） 


家庭用電源につないで巧う 


長時間録音などをする場合は、家庭用電源（コンセン 
卜）で使ラと、電池消耗のむ配がなく便利です。 


1 DC IN 3 V ジャックに、別売の AC パワーアダ 
プター AC - E 30 L をつなぐ。 



2 AC パワーアダプターをコンセントにつなぐ。 


H ごま意 

• この製品には、別売の AC バワーアダフ 
夕一 AC - E 30 L (極性統一型プラグ- 
J 曰 TA 規格）をご使巧ください。上記政 
外の AC パワーアダプターを使用する 



極性統一型プラグ 


と、故障の原因となることびあります。 

• 録音中 （0 PR ランプがホに点灯•点滅中）やアクセス中 
(0 PR ランプびオレンジに点滅中）は AC パワーアダプター 
を振かないでください。データび破損するおそれびありま 


す。 


なお、巧件数び多いと、 「 ACCESS 」 表示び長時間表示され 
る場合びありますび、故障ではありません。表示び消えるま 
でお待ち < ださい。 


使用上のごま意 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、堂光灯、携帯電話な 
どに近づけすざると、ノイズが入ることびあります。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こすったりす 
ると、雑音び録音されることびあります。 

ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめください。 


取り巧いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでくだ 
さい。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非寓に高いところ （60° C 1； (上)。 

-直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 

-窓を閉めきった自動車内（特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

一 ほこりの多いところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店ま 
たは ソニーサービス 窓□にご相談ください。 


お手入れ 

本体表面がミちれたときは 

水気を含ませた柔らかい巧で軽くふいたあと、からぶ 
きします。シンナー や ベンジン、 アルコール 類は表面 
の仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 


巧障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、もラー度下記項目をチェック 
してみてください。それでも解決しない場合、ご不明 
な点は、パーソナルオーデイオ•カスタマーヴポート 
ページをご幫いただくか、ソニーの相談窓□までお問 
い含わせください。なお、修理に出すと、録音した内 
容び消えることびあります。ご了承ください。 

電源が切れない。 

• 停止中にホールドスイッチを矢印の方向へず b す。 
操作ボタンを押しても動作しない。 

• 乾電池の©と©の向をが正しくない。 

• 乾電池が消耗している。 

• ホールドスイッチび入っている。（ボタンを巧すと 
「 HOLD 」 表示び3秒間点滅します。） 

スピーカーか6音が出ない。 

• イヤーレシーバーび 差し込まれている。 

• 音量び絞5れている。 

FFULU が点滅し、録音できない。 

• メモ U —がいっぱいになっている。 

不要な用件を消まする。 

• 99件録音されている。 

不要な用件を消まする。 

追加録音でをない。 

• メモリー残量が不足している場合は追加録音できま 
せん。追加される部分は、新たに録音される部分の 
録音び終わってか b 消まされるため、録音でさるの 
は、現在の残り録音可能時間分のみです。 

雑音び入る。 

•録音したとき、本機をこすってしまい、雑音び録音 
された。 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、堂光灯、携帯電話な 
どに近づけすざると、ノイズが入ることびあります。 
•が部マイクで録音したとさ、マイクのプラグびミちれ 
ていた。一►プラグをされいにク U —ニングする。 

•イヤーレシーバーで間いているとさ、イヤーレシー 
バーのプラグが巧れている。 

プラグをされいにク U —ニングする。 

録音レベルがかさい。 

• メニューのマイク感度設定び「し！（低感度）になって 
し''る。 

ーメニューのマイク感度設定を 「 H 」 （高感度）に切り 

換える。 

録音び途中で止まる。 

• デジタル V 0 R が作動している。 V 0 R を使用しない 
ときは、 V 0 R を 「 OFF 」 にする。 

録音レベルが不ま定。（音楽などを録音したとを） 

•本機は妄議などの録音の隙、自動的に録音レベルを 
調磬するよラ設計されているため、音楽などの録音 
には適していません。 

時計表示がになる。 

• 時計を合わせていない。 

「録音日時 J 表示が「―年--月—日」または「― :-- J になる。 

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録音 
した曰付は表示されません。 

rSET DATE 」 が表示され、アラーム再生が設定でさ 
ない。 

• 時計を含わせていない場含は設定でさません。 

rPRE SET 」 び表示され、アラーム再生げ設定できない。 

• すでに他の用件でアラーム設定されているのと同じ 
時刻を設定しよラとすると、設定でさません。 

FBACK - DJ が表示され、アラーム再生が設定できな 
い。 

• 現在時刻より前にアラーム設定はでさません。 

電池の持続時間が短い。 

• 乾電池の持続時間は、音量っまみ「4」付近で内蔵ス 
ピーカーで再生した場含の目安です。使用条件によ 
っては短くなる場合びあります。 

最大録音時間まで録音できない。 

• 99件を超えると、それ政上用件は録音でさません。 

• HQ 、 SP と LP モードを湿ぜて録音すると、最大録音 
時間は HQ 、 SP と LP モードの最大録音時間の間にな 
0ます。 

•最ル録音単位があるため、用件の数び多いと、端数 
び出ることにより実隙の録音可能時間び最大録音時 
間より短くなることびあります。 

• 最小録音単位より長い用件の場合でも、端数び出た 
場合は、同様に実際の録音時間よりもをく残り時間 
び減ることびあります。 

• 政上の理由により、実隙に録音した時間（カウン 
ター表示）の含計と、「残り時亂を合計した時間 
が、最大録音時間よりかなくなる場合びあります。 

用件分割ができない。 

• 99件を超えると、用件分割はでさません。 

• 頻繁に用件分割をすると、巧件分割がでさなくなる 
ことびお0ます。 

操作を受け付けるまで時間がかかる。 

• 録音中に頻繁に用件分割してからなの操作をしたと 
さ、 0 PR ランプび点ミ威し、操作を受け付けるまでの 
時間び長くなることびありますが、故障ではありま 
せん。ランプが消えるまでお待ちください。 

正常に動作しない。 

•乾電池を取り出して、もラー度入れ直す。 


主な仕様 


録音方式 

最大録音時間 

周波数範囲 

スピーカー 
入-出力端子 


内蔵フラッシュ;><モ|」一使用、容量 
己 12 M 目*、モノラル録音 
* 実隙の使巧可能領域は、少なくなる場合 
びお0ます。 

HQ : 61時間10分 
SP : 122時間20分 
LP : 301時間35分 
HQ : 260〜6,800 Hz 
SP : 220〜3,400 Hz 
LP : 220〜3,100 Hz 
直径 28 mm 

イヤホン（ミニジャック/モノラル） 
出力：負荷インピーダンス 8-3000 
マイク（ミニジャック/モノラル） 
入力：プラグインパワー対応、最ル入 
カレべル 0.5 mV 


実用最大出力 250 mW 
電源 DC 3 V 

単4形アルカ U 乾電池または充電式 
ニッケル水素電池2本使用 
最大がお寸法約 34.6 x 1 日 9.5 x 18.0 mm 

(幅/高さ/奥行を）最大突起部含まず 
質量 65 g (アルカ U 乾電池 LR 03 2本含む) 

付属品ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 (2) /取扱説明書 
(1) /ソニーご相談窓口のご案内 （1) 


別売アクセサ I 」一 

AC パワーアダプター AC - E 30 L / ニッケル水 
素電池専用急速充電器 BCG -34 HRES / 充電 
式ニッケル水素電池単4形 N H - AAA -4 BF / 
エレ クトレッ ト コンデンサーマイク□ホン 

ECM - CZ 1 日仅"ームマイク）、 ECM - TL 1 
(電話録音用イヤホン型マイク）/オーディオ 
コード RK - G 64 ( 抵抗入り）、 RK - G 69 ( 抵抗 
なし）/アクティブスピーカー SRS - T 88 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更す 
ることびありますが、ご了承ください。 


巧註書とアフターサービス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調デが悪いとをはまずチェ ックぞ 

この説明書をもラー度ご K になってお調べください。 
その でち員含の悪いとさはヴ~ビスへ 
ソニーの相談窓□、お買い上げ店、または添付の「ソ 
ニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。 

保謡期間やの修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。詳しくは保証書をご K ください。 

保謡期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製品の機能を 
維持するために必要な部品)を、製造巧ち切り後6年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能な期間 
とさせていたださます。保有期間が経過した後も、故 
障箇所によっては修理可能の場合がありますので、お 
買い上げ店またはサービス窓□にご相談くださし、。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と 
思われるとさのご相談については、下記のお問い含 
ねせ先をご利用 < ださい。 

•ホームぺージで調べるには一 ► IC レコーダーカスタ 
マ^—ヴポートへ 

(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support/) 

にレコーダーに関する最新サポート情報や、よく 
あるお問い合わせとその回答をご案内するホームぺ 
ージです。 

• 電話- FAX でのお問い合わだはーソニーの相談窓 
□へ（下記電話- FAX 番号） 

•本機の商品カテゴリーは[にレコーダー]です。 

• お問い合わせの隙は、次のことをお知5せください。 

-型名：に D - 目61 

ーシ U アルナンバー：電池ボックス内 
一ご相談内容：でさるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 


よくあるお問い合わせ.解巧方まなどはホームページをごま用くだでい。 

http :// www . sony . co . jp/support 


巧い方巧設巧口 


修馴談•如 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話 ^PHS •—部の IP 電話 

04巨巨-3 1-2 已11 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話 ^PHS •—部の IP 電話 

0466 -31-2531 

《取®説巧書’ U モコン等の曆入相談は 
こちらへお W い合亿せください。 


♦ 


上記番号へ接続後、最初のガイダンスが流れている間に 

r 303 J + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 


FAX 供巧）0120 -333-389 

受巧時旧月〜金:9:00〜20:00 ±•曰•祝曰:9:00〜17:00 


ソニー株式会社 〒 108-0075 東京都港区港南 1 - 7 - 1 















































































































































































































































































